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肱 川 水 系 の 魚 類 (1)

肱川は県下で最大の河川で, その流程約270km,集

水面積約1200口に達し, 9町 村と大洲市にまたがり伊予

灘にそそいでいる。上流には鹿野川ダムと野村ダムがあ

り, さらに河辺川に新たなダムの建設が予定されている。

この肱川水系には多数の淡水魚が生育しており,川 魚を

求めて川に親しむ遊漁者も多い。肱川水系の魚類相につ

いては, これまでに55種の魚類が確認されている (水野

1987)。

これら肱川水系の淡水魚および海からの回遊魚につい

ては,一 部の有用魚種以外は,一 般にあまり知られてい

ない。また,近 年の河川改修などによる環境の変化によ

り,減 少している魚種が多い。そこで, これらの淡水魚

を少しでも形に残しておきたいと考え,数 年前から肱川

水系の淡水魚の採集と標本写真を撮り始めた。まだ,始

めたばかりで,ま とまった形にはなっていないが,現 時

点での確認種を表に示し,数 枚の標本写真をここに掲載

した。表の種名,学 名などは川那部 ・水野 (1989)に

従った。

現在まで筆者自身が採集地した場所は, 小田川下流,

河辺川,矢 落川,久 米川上流および肱川本流の中流から

河口域までである。現在,肱 川水系から採集または目視

観察によって確認できたのは30種である。そのうち, カ

ワアナゴだけは目視観察だけで標本の確認はできな

かった。

ヨシノボリは,今 までは1種 として特に区別されてな

かったが,現 在では9種 に分類されている ('旧F部。水

野,1989)。肱川で採集したヨシノボ リもこれに従って

分けると, シマヨシノボリ,オ オヨシノボリおよびトウ

写真 1 ア

幸 一
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ヨシノボリの3種が確認できた。大洲地方ではこのヨシ

ノボリの小型のものとカワヨシノボリを 「カジカ」と呼

び,食 用にしている。チチブもヌマチチブとチチプに分

けられているので, これに従うと,採 集したものはヌマ

チチプであった。

多くの種が肱川での広い分布を示しているが,一 部魚

種については採集場所をここに記しておく。タカハヤと

イシドジョウは河辺川で採集した。タイリクバラタナゴ

は矢落川の下流で雄の成魚を 1尾採集した。大洲市八多

喜の肱川下流域では,カ フアナゴを目視観察し, ブルー

ギルを写真に撮影した。ギギは中流域の大洲市菅田で釣

り上げられたものを手に入れた。アカザは五十崎町の小

田川で採集した。ヌマチチプは中流域で多数確認した。

ヒメハゼ,ア シシロハゼおよびクサフグは河口域で採集

した。

今後は確認魚種を増やして,全 体の目録完成を目指し

たいと考えている。多くの人々からの情報やご指摘をい

ただきたい。
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写真 2 カヮムッ
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写真 3 オイカヮ

写真 4 タカハヤ

写真 5 カマツカ

写真 8 ブルーギル

写真 9 オオヨシノポリ

写真 6 ギンプナ 写真10 トウヨシノポリ
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写真11 カワヨシノポリ

写真 1 ア ユ

初夏のアユの解禁から,夏 の風物詩の大洲の鵜飼い,

秋の落ちアユ漁まで,肱 川を代表する魚である。肱川の

アユも現在では放流が大部分を占めており,天 然アユは

少なくなっている。

写真 2 カヮムッ

肱川の在来種で一般にハヤと呼ばれている純淡水魚で

体側の中央に1本の黒色縦条がある。オイカワが増えた

ために本流域では数が減少している。産卵期には雄が赤

い婚姻色になる。

写真 3 オイカワ

本種の大部分はアユの放流に混じって肱川に入ってき

たと考えられており,昭 和8年 頃から増えてきたという

ことからか,地 元では 「ショウハチ」と呼んでいる。河

川改修後の単調な川でも生育できるために,分 布を広げ

ている。産卵期には雄が赤い婚姻色になる。

写真 4 タカハヤ

上流域に多く生息している。小型の地味な魚で,体 の

断面が他の魚に比べて丸い。

写真 5 カマツカ

本種も移入魚と考えられており,中 流域に多く見られ

る。日が下向きにつき,砂 といっしょに餌を吸い込む。

砂質底にじっとしていると見つけにくい。

写真 6 ギンブナ

肱川本流の淵や水田の水路などに多く生息している。

写真 フ イシドジョウ

上流域の砂質底に生息するが,分 布が限 られていて,

写真12 ヌマチチプ

絶滅が心配されている。普通のシマドジョウとは尾びれ

の付け根が細くくびれないことで区別できる。中国3県 ・

福岡 。四国2県 のみに分布している。

写真 8 ブルーギル

北米原産の帰化魚で,オ オクチバスと共にその害が問

題となっている。肱川ではまだ多くないが今後の増加が

心配される。この写真の個体は幼魚で,尾 びれが切れて

いた。

写真 9 オオヨシノポリ

ヨシノボリ黒色大型と呼ばれていたもので,肱 川の中

流から上流域に多く生息している。胸びれの根元に黒色

斑があるのが特徴である。

写真10 トウヨシノポリ

ヨシノボリ橙色型と呼ばれていたもので,在来種でな

く移入種と考えられている。尾びれの付け根がオレンジ

色になるのが特徴である。肱川の中流域に多い。

写真11 カワヨシノポリ

ヨシノボリ類とよく似た地味なハゼだが,大 きい卵を

産み,他 のハゼのように海に下らず淡水域で一生を過ご

す。肱川の中流から上流域に生息する。

写真12 ヌマチチプ

地元では 「ドンコ」と呼ばれている黒いずんぐりした

ハゼて,チ チブとは胸びれ付け根のオレンジ色の線で区

別される。中流域の淵の岩場で多く見かける。
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肱川水系で確認した魚類 (1991年11月現在)

ウナギ科

サケ科
コイ科

ドジョウ科

ギギ科

ナマズ科

メダカ科

ボラ科
スズキ科
ハゼ科

フグ科

ウナギ

アユ

カワムツ

オイカワ

ウグイ

タカハヤ

カマツカ
ニゴィ

コイ

ギンブナ

タイリクパラタナゴ

ドジョウ

シマ ドジョウ

イシ ドジョウ

ギギ

アカザ

ナマズ

メダカ

ボラ

ブルーギル

カワアナゴ

ドンコ

ヒメハゼ

シマヨシノポリ

オオヨシノボリ

トウヨシノボリ

カワヨシノポリ

ヌマチチブ

アシシロハゼ

クサフグ

五nguiIIa力 por2iCa

PIecοglοssus aitiveIIs aitivefis

Zaccο te12mincたゴ

Z.platypus

Leuciscus hattorler2SiS

Phοxinus οxycepぬalus

Pseudogobiο  esοcI12us esοclnus

〃emibarbus labeO barbus

Cyprir2uS Carpiο

σarassfus gibefiο  fagsdOrff

Rhοdeus οceIIatus oceifatus

〃isgurnus angυ IIIicaudatus

Cobitis biwae

σ.takatsuerlsls

Pseudοbagrus fIIIvidracο

Lfοbagrus reini

Silurus asotus

θryzias latipes

〃ugil cephalus cephalus

Lepomis macrο chirus

Eleοtris οxycephaia

θdοr2tοbutis οbscura οbscura

Favonigobius gン 卿曖auchen

Rhirlοgobius sp.CB

Ro sp.LD

Rosp.OR

P.ffumineus

tridentiger tturο ゴwae brevispI121s

ACar2thOgObius iactipes

■よ ゴfЦgu niphοbles


